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    令和３年度のハローワークの就職支援業務報告を 
    公表します！ 
 

～ハローワークのマッチング機能に関する業務の評価・改善の取組状況～ 

 

 

 岩手労働局（局長 稲原 俊浩）は、全国的な取組みとして、ハローワー

クのマッチング機能に関する業務の評価・改善の取組（ハローワーク評価）

を行っており、所長による就職支援業務の分析（業務運営の総括）を公表し

ます。 

 

 

 

 

 

【参考】 

 平成 26 年６月 24 日に「『日本再興戦略』改訂 2014～未来への挑戦～」が閣議決定

され、外部労働市場の活性化による失業なき労働移動の実現に向け、官民協働による

外部労働市場の求人・求職マッチング機能の強化を図ることになったことから、平成

27 年度よりハローワークの機能強化のため、次の取組を行っています。 

① PDCA サイクルによる目標管理・業務改善 

② マッチング機能に関する業務の総合評価 

③ 評価結果等に基づく全国的な業務改善 

 令和３年度は、新型コロナウイルス感染症による労働市場やハローワークにおける

業務への影響を踏まえ、目標の設定、相対評価等は見合わせになりました。 

厚生労働省岩手労働局発表 

令和４年 11 月 29 日（火） 

【照会先】 

岩手労働局職業安定部職業安定課 

課     長 山 形 伸 一 

職業安定監察官 黒 澤  明 

電話 019-604-3004 

Press Release 



従来の取組（就職率等の主要指標に基づ
くＰＤＣＡサイクルによる目標管理）を拡充し、
① 業務の質に関する補助指標
② 地域の雇用の課題を踏まえ、重点とす
る業務に関する所重点指標
③ 中長期的なマッチング機能強化のため、
職員の資質向上や継続的な業務改善の
取組を推進する所重点項目
を新たに設定し、目標管理を実施。

令和３年度ハローワークの就職支援業務報告
～ハローワークのマッチング機能に関する業務の評価・改善の取組状況～

（１）ＰＤＣＡサイクルによる
目標管理・業務改善の拡充

（２）ハローワークのマッチング機能
の総合評価・利用者への公表

（３）評価結果に基づく
全国的な業務改善

業務の成果について毎月公表。
⇒ 各労働局が所管ハローワークの主要指標
の実績を毎月公表。

年度終了後、業務の成果（主要指標・所重点
指標）や質（補助指標）、職員の資質向上・業
務改善の取組（所重点項目）の実施状況を踏
まえ、ハローワークごとに総合評価を実施。
⇒ 労働市場の状況や業務量が同程度のハ
ローワークをグループ分けし、同一グルー
プ内で相対評価。

ハローワークごとに総合評価結果及び業務
改善の取組等をまとめ、各労働局が公表。

総合評価結果を、労働局は地方労働審議会、
本省は労働政策審議会に報告。

ハローワークのマッチング機能の強化を
図るため、評価結果をもとに、本省・労働
局による個別のハローワークへの重点指
導や好事例の全国展開を実施。

①評価結果に基づき、本省から、労働局・
ハローワークに対する問題状況の改善
指導。

②一定の基準に該当するハローワークは
改善計画を作成、本省・労働局が重点
指導。

③好事例は全国展開。労働市場の状況
や業務量が同程度のハローワークによ
る交流会も開催。

短
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図
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重点的に取り組んだ事項、
業務改善を図った事項、業務
改善が必要な事項、総合評価、
基本統計データ、指標ごとの
実績及び目標達成状況などを
公表。

継続的な業務改善の取組等

職員の資質向上の取組

サービスの質向上
地域の課題への対応

主要業務の成果の向上

○平成27年度から、目標管理・業務改善の取組拡充等を柱とする「ハローワーク総合評価」を開始し、目標管理、実績公表・相対評価、評価結果に
基づく業務改善といった一連の流れを続けることにより、サービスの質の向上に向けた取組を継続的に実施しています。
○取組状況や評価結果を公表し、労働政策審議会（本省）や地方労働審議会（労働局））にも報告しています。
○例年、すべてのハローワークにおいて業務ごとに目標値を設定し、その達成状況等に応じた４段階の相対評価等を実施していますが、令和３年度
は新型コロナウイルス感染症による影響を踏まえ、目標値の設定、相対評価の実施は見送られました。
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ハローワーク盛岡 就職支援業務報告（令和３年度） 

１ 所長による分析（業務運営の総括） 

（１）特に重点的に取り組んだ事項 

  ① 各指標に対する取組 

   ○ 就職氷河期世代の再就職支援の取組 

    ・ 就職氷河期世代専門窓口を菜園庁舎に設け、チーム支援に基づき各種支援を行いました。 

    ・ 職業生活設計の相談援助、応募書類の作成支援・面接指導など、きめ細やかな就職支援を行いました。 

    ・ 就職氷河期の歓迎求人の求人開拓を行いました。 

    ・ 事業所ＰＲシートを作成して、庁舎内掲示などにより周知に取り組みました。 

    【実績】ハローワークの職業紹介により、正社員に結び付いた就職氷河期世代の不安定就労者・無業者の件数は５７３人と 

       なりました。 

   ○ 公的職業訓練の取組 

    ・ 積極的に職業訓練制度の周知を行い、訓練受講生の確保に努めました。 

    ・ 求職者担当者制の個別支援においては、可能な限りマイページの開設を勧め、来所によらないスピーディな求人情報の 

     提供を行いました。 

    ・ 支援終了１か月前を支援強化期間とし、統括官等職員を含めた担当者間で未就職者の情報を共有し、求人情報の提供の 

     強化や呼び出し相談を行いました。 

    ・ 求職者担当者制の対象としていないポリテクセンター受講生に対しても、ポリテクセンターの就職支援員と連携して定 

     期的な求人情報の提供や、必要に応じた呼び出し相談を行いました。 

    【実績】公的職業訓練修了３か月後の就職件数は４４４人となりました。 

   ○ 生涯現役支援窓口における取組 

    ・ 求職者の希望職種等のニーズにあわせて求人情報誌を複数種類作成し、職業相談に活用しました。 
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    ・ シニア世代に限定した「セミナー＆就職面接会」を３回開催しました。また、９月からは「シニアの月イチセミナー」 

     を定期的に開催し求職者のスキルアップを図りました。 

    ・ ６５歳以上の応募者名簿一覧を作成して採用理由・不採用理由の把握を行い、セミナー資料として活用しました。 

    ・ 「シニアの人材確保セミナー」を開催し、事業主に対するシニア世代の採用に向けた理解促進を図りました。また、求 

     人条件の緩和による就職促進に取り組みました。 

    【実績】生涯現役支援窓口での６５歳以上の就職件数は１７３人となりました。 

 

  ② 中長期的な職員の資質向上に向けた取組 

   ○ 専門性の向上のための職員研修を８つのテーマで合計５８回開催しました。 

   ○ 厚生労働本省で実施しているオンライン報告・勉強会に積極的に参加し、全国のハローワークの取組事例を学びました。 

 

（２）サービス改善・業務改善を図った事項 

   ○ 菜園庁舎の周知を図るために、紺屋町の庁舎内にＰＲチラシを貼り出したほか、「ハローワーク盛岡菜園庁舎見学ツアー」 

    を月２回開催しました。 

   ○ 菜園庁舎では Twitter を活用しての情報発信を行っています。庁舎内に設置された各コーナーの情報をはじめセミナーや 

    説明会のご案内などのお仕事探しに役立つ情報を随時配信しております。 

 

（３）今年度見えてきた課題とそれを踏まえた今後のサービス・業務改善の取組について 

   ○ 雇用保険受給者の早期再就職を実現するため、チーム支援による短期集中型の支援を行います。 

   ○ 菜園庁舎の「職業相談コーナー」をオンラインサービスの拠点と位置づけ、求職者マイページの開設促進、オンライン職 

    業相談、求職者マイページへの求人提案型紹介を進めます。 

   ○ 求職者の状況にあわせた企業説明会や面接会、セミナーを開催します。 
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（４）その他業務運営についての分析等 

  ○ コロナ禍において、雇用保険説明会の初回講習、各種セミナー、求人説明会、面接会等は時間の短縮、参加人数の分散など 

   工夫を凝らして開催してきました。今後においても当面の間は同じ状況が続くものと思われますが、大きな会場の確保、開催 

   内容の創意工夫を行うことにより、情報の提供、マッチング機会の確保を図っていきます。 

  ○ 有効求人倍率は回復基調にありますが、新型コロナウイルス感染者数が減少しないこと、また、世界情勢の変化による経済 

   状況の悪化等により企業活動の動向は不透明な部分があることから、解雇等による求職者が増加した場合の対応に備え、万全 

   を期します。 
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２ マッチング関係業務の成果（主なもの） 

 就職件数 

（常用） 

充足件数 

（常用、受理

地ベース） 

雇用保険受

給者の早期

再就職件数 

紹介率 

（常用） 

ハローワーク

の職業紹介

により、正社

員に結び付い

た就職氷河

期世代（35～

54 歳）の不安

定就労者・無

業者の件数 

公的職業訓

練の修了 3

か月後の就

職件数 

マザーズハロ

ーワーク事業

における担当

者制による就

職支援を受け

た重点支援

対象者の就

職率 

正社員 

求人数 

正社員 

就職件数 

生涯現役支

援窓口での

65 歳以上の

就職件数 

新規高卒者の

県内就職割合 

令和３年度実績 ６，６９９ ７，０９２ １，７６１ １０９．１％ ５７３ ４４４ ９１．７％ １６，９９８ ２，７９５ １７３ ６９．２％ 

過去３年度平均 ８，０４６ ８，４０８ ２，２００ １１５．０％ ４２４ ３７３ ９３．０％ １７，０８５ ３，２１６ １３４ ６８．０％ 

Ｒ２年度実績 ６，８０２ ７，０６０ ２，０８２ １１２．６％ ４２４ ３６２ ９２．８％ １４，７８５ ２，７４９ １７２ ６８．０％ 

対Ｒ２比 ９８％ １００％ ８４％ ９６％ １３５％ １２２％ ９８％ １１４％ １０１％ １００％ １０１％ 

Ｒ１年度実績 ８，６９３ ９，１５１ ２，２７３ １１６．８％  ３５９ ９２．７％ １７，５４８ ３，２３４ １２０ ６７．８％ 

対Ｒ１比 ７７％ ７７％ ７７％ ９３％  １２３％ ９８％ ９６％ ８６％ １４４％ １０２％ 

Ｈ３０年度実績 ８，６４４ ９，０１４ ２，２４５ １１７．０％  ３９８ ９３．１％ １８，９２１ ３，６６４ １０９ ６７．５％ 

対Ｈ３０比 ７７％ ７８％ ７８％ ９３％  １１１％ ９８％ ８９％ ７６％ １５８％ １０２％ 

※ 令和３年９月以降の実績は、就職件数は「（従来の）紹介就職」及び「オンライン紹介による就職」の合計件数、充足件数は「（従来の）紹介就職」、「オンライ 

 ン紹介による就職」及び「オンライン自主応募による就職」によるハローワーク求人の充足件数の合計となっている。 
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ハローワーク釜石 就職支援業務報告（令和３年度） 

１ 所長による分析（業務運営の総括） 

（１）特に重点的に取り組んだ事項 

  ① 各指標に対する取組 

    当所では、新型コロナウイルスの影響により落ち込んだ就職件数、充足件数及び雇用保険受給者の早期再就職件数の向上に 

   重点的に取り組みました。 

   ○ チーム支援を活用した求職者支援の実施 

     求職者と求人者の支援を行うチームを編成し、各チームにおいて独自の取り組みをボトムアップで実施する仕組みとして 

    行いました。 

     主な取り組みとしては、就職氷河期世代やシニア層、若者層を対象とした求人説明会・面接会を年８回開催し、参加求職 

    者数は延べ６８人で、そのうち１９人が３か月以内の就職となりました。 

     また、参加求職者からは「会社から説明があったほうがよりイメージしやすく、参加してよかった」、「良い意味で地元企 

    業のイメージが変わった」などの評価をいただいています。 

   ○ 求人者説明会の積極的な開催 

     従来からの取り組みとして、求人者に来所していただき、求職者に対して企業情報や求人内容などを直接説明する「ＰＲ 

    タイム」を今年度も毎週１回開催しました。 

     参加いただいた求人者は、新規オープンのドラッグストアや介護事業所などを中心に延べ５９事業所、参加求職者は延べ 

    ９０７人で、そのうち１７人が就職となりました。 

   ○ 雇用保険受給者を対象にした早期再就職支援セミナーの開催 

     年度前半は受給資格決定件数が減少したこともあり、雇用保険受給者の早期再就職件数が伸び悩んでいたことから、早期 

    再就職のメリットを呼びかけるセミナーを新たに開催しました。 

     さらに従来から開催している「初回認定日セミナー」において、再就職手当の活用など早期再就職のメリットについての 
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    説明に今まで以上に力を入れました。 

     その結果、年度後半には雇用保険受給者の早期再就職件数は増加の傾向に転じました。 

 

  ② 中長期的な職員の資質向上に向けた取組 

    基礎的知識の向上をさらに図るため、全職員を対象にした雇用保険制度に関する研修会を実施しました。 

    また、職業紹介部門に所属する職員・非常勤職員に対して、職業紹介事例検討研修を実施しました。 

 

（２）サービス改善・業務改善を図った事項 

  ○ 求職者ニーズの高まりから、模擬面接の実施に力を入れました。 

    これまでは一部の職員が個別に模擬面接を実施していましたが、より多面的な支援が行えるよう２人１組の体制に移行しま 

   した。 

    その結果、実施回数が飛躍的に増加するとともに、職員の資質及び求職者ニーズへの対応が大きく向上したものと認識して 

   います。 

  ○ 高校生向けに、動画共有サイトを活用して企業紹介動画を配信するリモート形式のイベントを初めて実施しました。 

    今後の実施において改善の余地はあったものの、ウィズコロナにおけるイベントの実施において貴重な取り組みとなりまし 

   た。 

 

（３）今年度見えてきた課題とそれを踏まえた今後のサービス・業務改善の取組について 

  ○ 窓口を利用する求職者は年々減少傾向にあります。 

    今後は、自治体や関係機関との協力連携を図りながら幅広くハローワークのサービスの周知をさらに図り、オンラインサー 

   ビスなどを活用しながら、適切な課題解決支援サービスを充実させていきます。 

  ○ ウィズコロナという視点で、集合型イベントの実施方法の見直しや、より効率的かつ効果的な手法を検討します。 
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（４）その他業務運営についての分析等 

   管内における労働力人口の減少は著しく、雇用保険被保険者数は県全体の減少幅を上回る勢いで減少し続けています。 

   その一方で、管内の主要産業である製造業を中心に採用意欲が高まっており、求人者に対してその期待に十分に応えることが 

  できない状況にあります。 

   そのため、これまでの取り組みは継続しつつ、求人者に対して、雇用に当たり一定の配慮を必要とする求職者向けの職域の拡 

  大（新たな業務の切り出し）などの提案を進めていきます。 
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２ マッチング関係業務の成果（主なもの） 

 就職件数 

（常用） 

充足件数 

（常用、受理

地ベース） 

雇用保険受

給者の早期

再就職件数 

紹介率 

（常用） 

ハローワーク

の職業紹介

により、正社

員に結び付い

た就職氷河

期世代（35～

54 歳）の不安

定就労者・無

業者の件数 

正社員 

求人数 

正社員 

就職件数 

    

令和３年度実績 １，３７１ １，１９９ ３２０ ９４．６％ ７７ ２，５３３ ５２３     

過去３年度平均 １，６３９ １，４０４ ３５８ ９５．０％ ４１ ２，３８０ ５４９     

Ｒ２年度実績 １，３３５ １，１２４ ３２９ ９８．６％ ４１ ２，１３３ ４６０     

対Ｒ２比 １０２％ １０６％ ９７％ ９５％ １８７％ １１８％ １１３％     

Ｒ１年度実績 １，７３３ １，５００ ３６９ ９１．６％  ２，２８２ ５６２     

対Ｒ１比 ７９％ ７９％ ８６％ １０３％  １１０％ ９３％     

Ｈ３０年度実績 １，８５０ １，５８９ ３７７ ９５．６％  ２，７２６ ６２４     

対Ｈ３０比 ７４％ ７５％ ８４％ ９８％  ９２％ ８３％     

※ 令和３年９月以降の実績は、就職件数は「（従来の）紹介就職」及び「オンライン紹介による就職」の合計件数、充足件数は「（従来の）紹介就職」、「オンライ 

 ン紹介による就職」及び「オンライン自主応募による就職」によるハローワーク求人の充足件数の合計となっている。 
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ハローワーク宮古 就職支援業務報告（令和３年度） 

１ 所長による分析（業務運営の総括） 

（１）特に重点的に取り組んだ事項 

  ① 各指標に対する取組 

   ○ 求職者支援の充実 

     雇用保険受給者の早期再就職件数の目標達成を重点課題として、チーム制により求職者の個別支援に取り組みました。 

     コロナ禍で参加型のグループワークなどを開催できない中、予約制による個別相談のほか、応募書類の作成支援や能動的 

    マッチングを積極的に行って個別支援を充実した結果、早期再就職件数は前年度を上回りました。 

     なお、コロナの影響を受けて閉鎖した商業施設の企業整備離職者に対しては、早期の離職票発行により、集合での求職受 

    理、雇用保険説明会を実施するとともに、チーム制による支援の対象者として、早期再就職に向けた充実した支援を実施し 

    ました。 

   ○ ミニ面談会の開催 

     コロナ禍で休止していたミニ面談会について、求人者の事業内容や仕事内容について求職者の理解の促進を図るため、開 

    催規模や方法を見直したうえで２３回実施し、これをきっかけとして応募に至った４０人のうち２７人が採用に至り、求人 

    者と求職者の双方から高い評価を得ました。 

 

  ② 中長期的な職員の資質向上に向けた取組 

   ○ 関係機関との連携の推進 

     地域の雇用に関する課題の解決のためには、地方公共団体をはじめとする関係機関との連携が必要不可欠です。 

     地域の産業関係機関（市、商工会議所、観光協会、市内金融機関など）との定期的な連絡会議や要請に応じた求人情報の 

    提供などの機会を通じて、関係機関との情報共有を推進し、意見交換を実施することで連携を深めました。 

     なお、連携を深める中で地域の要望を取り込み、高校生しごとメッセｉｎみやこ(Ｗｅｂ企業説明会)、高校２年生等対象 
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    の事業所見学会（延べ９事業所）、マザーズコーナー再就職準備セミナー（２回）、岩泉町役場への出張相談（１２回）を実 

    施しました。 

   ○ 研修の実施 

     高年齢者や障がい者などの就職が特に困難な求職者の援護措置として、雇用関係助成金を適切に活用することができるよ 

    う職業紹介部門の全員を対象とした研修を実施しました。 

 

（２）サービス改善・業務改善を図った事項 

   ○ 求人者マイページの利用促進 

     利用促進を図るためのアンケートを実施し、利用に興味を持った事業所を訪問してマイページについて説明し、登録に関 

    する支援を行いました。 

   ○ 事業所ＰＲ掲示板の設置による情報提供 

     「会社概要」、「一日の仕事の流れ」及び「従業員の年代別人数」などの求人票に表れない事業所情報について、事業所の 

    創意工夫を取り入れ、画像や図を使用して見やすく・わかりやすく発信する「これんす これんす 見でっとがん」と題す 

    るＰＲ掲示板を庁舎入口に設置して、事業内容や仕事内容について求職者の理解の促進を図り、さらにミニ面談会への参加 

    及び応募につなげる情報提供に取り組みました。 

   ○ マザーズコーナーにおけるＳＮＳでの情報発信 

     ＬＩＮＥ公式アカウントを開設し、マザーズコーナー登録者を主な対象として、セミナーや面談会などのイベントに関す 

    る情報、仕事と子育てが両立しやすい求人に関する情報及び担当者からのメッセージといった情報発信を３月に開始しまし 

    た。今後は、週１回の投稿を目安として、継続して取り組むこととしています。 

 

（３）今年度見えてきた課題とそれを踏まえた今後のサービス・業務改善の取組について 

   ○ 求人及び求職者マイページの利用促進 

     求人者マイページの開設事業所は増加しましたが、求人申込みでの利用については低調であるため、メリットなどを説明 
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    のうえ利用促進を図ります。 

     また、求職者マイページについては、各端末の操作が比較的容易と思われる年齢層や地域的な事情等により来所が困難な 

    方などを中心に説明を行い、職業相談の際に登録を支援することで利用促進を図ります。 

   ○ 高年齢求職者の就職支援 

     令和３年度の新規求職者に占める６０歳以上の求職者の割合は約３５％であり、高年齢求職者への就職支援が重要な課題 

    であることから、当該層の採用実績がある事業所を一覧に取りまとめて職業相談に活用するとともに、当該層に配慮した就 

    職面談会を開催し支援を行います。 

 

（４）その他業務運営についての分析等 

   三陸自動車道の開通や国道の改良など、交通の利便性が高くなったことによる人材の流出が懸念されています。 

   また、地域の主要産業である水産加工業が、昨年に引き続き、サンマや秋サケの不漁により求人数が大きく落込んでいる一方、 

  医療・福祉やコネクター関連の製造業などでは人手不足が恒常化しています。 

   これまで以上に地域産業の魅力の発信や、活用できる支援制度の周知などについて関係機関と連携しながら、求人者と求職者 

  のニーズに対応していくことが重要と考えます。 
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２ マッチング関係業務の成果（主なもの） 

 就職件数 

（常用） 

充足件数 

（常用、受理

地ベース） 

雇用保険受

給者の早期

再就職件数 

紹介率 

（常用） 

ハローワーク

の職業紹介

により、正社

員に結び付い

た就職氷河

期世代（35～

54 歳）の不安

定就労者・無

業者の件数 

正社員 

求人数 

正社員 

就職件数 

    

令和３年度実績 １，５４０ １，４１５ ４０４ ９２．９％ ９９ ２，７７９ ６０４     

過去３年度平均 １，８２６ １，６４５ ４６０ ９８．０％ ６０ ２，７７７ ７０９     

Ｒ２年度実績 １，４９４ １，３８２ ３７６ ９４．５％ ６０ ２，５６５ ６０２     

対Ｒ２比 １０３％ １０２％ １０７％ ９８％ １６５％ １０８％ １００％     

Ｒ１年度実績 ２，０３６ １，８４７ ５２３ ９６．５％  ２，７６８ ７５６     

対Ｒ１比 ７５％ ７６％ ７７％ ９６％  １００％ ７９％     

Ｈ３０年度実績 １，９４９ １，７０７ ４８２ １０３．７％  ２，９９８ ７６９     

対Ｈ３０比 ７９％ ８２％ ８３％ ８９％  ９２％ ７８％     

※ 令和３年９月以降の実績は、就職件数は「（従来の）紹介就職」及び「オンライン紹介による就職」の合計件数、充足件数は「（従来の）紹介就職」、「オンライ 

 ン紹介による就職」及び「オンライン自主応募による就職」によるハローワーク求人の充足件数の合計となっている。 
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ハローワーク花巻 就職支援業務報告（令和３年度） 

１ 所長による分析（業務運営の総括） 

（１）特に重点的に取り組んだ事項 

  ① 各指標に対する取組 

    以下の事項に重点的に取り組みました。 

   ア 職業訓練受講者の積極的な確保及び職業訓練受講者の早期再就職に向けた取組 

     やむを得ず離職した方の再就職や人手不足分野への職種転換等を促進するため、各種職業訓練の活用に積極的に取り組み 

    ました。 

    ○ 職業訓練受講者の確保に向けては、訓練実施施設担当者を招いた「ハロトレ合同説明会」を毎月開催し、職業訓練への 

     理解を進めるとともに、同説明会終了後、各訓練実施施設担当者との連絡会議を開催して、訓練実施施設のニーズや問題 

     点の把握・解消等にも取り組みました。 

    ○ 職業訓練受講者の早期再就職に向けては、訓練受講開始後早期から個別に積極的な求人情報提供を行ったほか、市内の 

     委託訓練受講生に修了１か月前を目処に出張相談を行うなど、丁寧な支援を実施いたしました。 

    【参考】ハロトレ合同説明会：１２回開催、９０人参加、訓練申込者３５人 

        職業訓練受講者への積極的な求人情報の提供：１５３人、４，１８１件 

   イ 早期再就職を促すための意識啓発・意識向上に向けた取組 

     当所会議室を会場としたミニ会社説明会（２２回１３１人）を積極的に開催するとともに、人材不足分野事業所を中心と 

    した合同事業所ＰＲ会（３回９事業所１８人）も開催し、地元企業の理解促進に取り組みました。 

     また、所独自の就活実践セミナー（１２回１４３人）、ビデオセミナー（１２回２９８人）、適職を考えるセミナー（１回 

    ５人）を開催し、早期再就職への意識高揚を図るよう取り組みました。 

     そのほか、雇用保険受給者に個別に「就職活動準備度チェックシート」の記入をお願いし、集計したレーダーチャートか 

    ら就職活動に必要となるポイントを具体的に示し助言する取組も実施いたしました。 
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   ウ 多様な人材の確保に向けた取組 

     ジョブカフェ花巻と連携して「就職氷河期世代」、「シニア世代」、「人材不足分野」の求職者を対象としたミニ会社説明会 

    を開催（４回３２人）し、ハローワークでの求職登録促進を図りました。 

 

  ② 中長期的な職員の資質向上に向けた取組 

    職員の資質の向上、及び相談技法向上に向けて、全８コースの職員・非常勤職員研修を実施いたしました。 

    【主な内容】労働基準監督官を講師とした労働基準法等研修 

          岩手労働局需給調整事業室職員を講師とした労働者派遣法等研修 

          岩手労働局主催のキャリアコンサルティング研修への職員送り出し など 

 

（２）サービス改善・業務改善を図った事項 

   「すべての人が分かりやすいハローワークづくり」をテーマとして、以下の事項に重点的に取り組みました。 

   ア 企業情報の積極的な収集等 

     求人受理等の機会を捉えて、企業のＰＲ情報・画像情報の積極的な収集に取り組み、求職者により関心を持っていただけ 

    るような求人内容のブラッシュアップと見える化に取り組みました。 

   イ 求職者・求人者マイページの登録促進に向けた取組 

     ハローワークインターネットサービスが拡充されたことに伴って、求職者・求人者双方がインターネットを通じて各種サ 

    ービスを便利に活用することができるようになったため、利用の拡大に向けて所独自のリーフレットを作成・配布するとと 

    もに、サービス紹介用ＱＲコードを自治体広報誌に掲載していただくなど、周知・広報に取り組みました。 

   ウ 動画の放映 

     待ち時間を有効活用していただくことを目的に、待合コーナーにて、花巻管内企業の紹介動画、訓練施設案内動画を放映 

    いたしました。 
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   エ 事業所からの声 

     求人情報一覧表の空きスペースに採否通知書に記載された「採用・不採用の理由等」を掲載し、事業所からの声として、 

    事業主が求める人材像を求職者に直接届けるよう工夫いたしました。 

   オ 管内の情勢把握 

     新型コロナウイルス感染拡大により事業所訪問が困難な状況が続きましたが、ミニ会社説明会などにご参加いただいた経 

    営者、採用担当者と所長が懇談・情報交換を行って管内情勢の把握に努めました。 

 

（３）今年度見えてきた課題とそれを踏まえた今後のサービス・業務改善の取組について 

  ○ さらに多くの方々にハローワークを利用していただけるよう就職支援メニューを周知するとともに、求職者・求人者マイペ 

   ージの利用を拡大するため、積極的な広報に取り組んでまいります。 

  ○ 管内企業のさらなる理解促進に向けて、引き続き管内企業のＰＲ情報や画像情報の収集に取り組むとともに、求職者の方々 

   への積極的な情報提供に取り組んでまいります。 

    また、求職者の方々に対する求人情報の提供に当たっては、希望職種が異なる求人であっても、他の希望条件が合致する求 

   人は積極的に求人提案するなど、より効果的な就職支援に取り組んでまいります。 

 

（４）その他業務運営についての分析等 

  ○ 隣接する北上市の企業に就職する方も多く見られることから、管内企業求人の充足に向けて、引き続き関係機関と連携して 

   取り組んでまいります。 

  ○ 利用者ニーズにあわせ、創意・工夫してミニ面接会などの開催に取り組んでまいります。 
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２ マッチング関係業務の成果（主なもの） 

 就職件数 

（常用） 

充足件数 

（常用、受理

地ベース） 

雇用保険受

給者の早期

再就職件数 

紹介率 

（常用） 

ハローワーク

の職業紹介

により、正社

員に結び付い

た就職氷河

期世代（35～

54 歳）の不安

定就労者・無

業者の件数 

ハローワーク

の職業紹介

により、正社

員に結びつい

たフリーター

の件数 

正社員 

求人数 

正社員 

就職件数 

   

令和３年度実績 １，５７１ １，４５９ ４２２ ９１．０％ ７９ １３６ ３，７５９ ７１６    

過去３年度平均 ２，０５７ １，９６１ ４７１ １０７．０％ ８０ ３１４ ３，６８４ ８５４    

Ｒ２年度実績 １，７１６ １，６７２ ５１２ １０５．２％ ８０ １８５ ３，３２３ ７３６    

対Ｒ２比 ９１％ ８７％ ８２％ ８６％ ９８％ ７３％ １１３％ ９７％    

Ｒ１年度実績 ２，２５５ ２，１４７ ４６７ １０４．０％  ３４８ ３，７７２ ８４４    

対Ｒ１比 ６９％ ６７％ ９０％ ８７％  ３９％ ９９％ ８４％    

Ｈ３０年度実績 ２，２０１ ２，０６３ ４３５ １１１．０％  ４１０ ３，９５８ ９８１    

対Ｈ３０比 ７１％ ７０％ ９７％ ８１％  ３３％ ９４％ ７２％    

※ 令和３年９月以降の実績は、就職件数は「（従来の）紹介就職」及び「オンライン紹介による就職」の合計件数、充足件数は「（従来の）紹介就職」、「オンライ 

 ン紹介による就職」及び「オンライン自主応募による就職」によるハローワーク求人の充足件数の合計となっている。 
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ハローワーク一関 就職支援業務報告（令和３年度） 

１ 所長による分析（業務運営の総括） 

（１）特に重点的に取り組んだ事項 

  ① 各指標に対する取組 

    主要指標である「就職件数」、「充足件数」及び「雇用保険受給者の早期再就職件数」のほか、６５歳を超えても働き続ける 

   ことを希望する高年齢求職者が増加傾向にあることから「生涯現役支援窓口での６５歳以上の就職件数」の目標達成について 

   重点的に取り組みました。 

   ○ 主要３指標 

     就職件数は対令和２年度比９４％、充足件数は対令和２年度比９３％と前年度を下回る結果となりましたが、雇用保険受 

    給者の早期再就職件数は、所独自の「雇用保険受給資格者向けスタートアップセミナー」を毎月１回（参加者１６７名）開 

    催して早期再就職のメリットや求職活動の進め方について説明・理解を促したことにより、前年度実績を上回る結果となり 

    ました。 

   ○ 生涯現役支援窓口 

     生涯現役支援窓口での取組としては、所独自の「シニアのためのスキルアップセミナー」を開催し、再就職へ向けて能動 

    的な支援を行いました。開催回数は１０回、参加人数６０名（うち６５歳以上７名）で、再就職へ向けて就職意欲の喚起を 

    図ることができました。 

     また、新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴い、職場見学や面接会の開催を断念せざるを得なかったため、チーム支 

    援による取組を増やすことにより個別支援を充実させ、生涯現役支援窓口での６５歳以上の再就職件数については１１０件 

    と前年度実績の８６件を上回る結果となりました。 

 

  ② 中長期的な職員の資質向上に向けた取組 

    職員・相談員研修を年５回実施し、専門知識の共有と資質の向上を図るとともに「ミニ研修会」として、紹介部門と求人部 
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   門の相談員を３名１組のグループに編成し、事例検討を年５回実施して職務意識の高揚を図りました。 

 

（２）サービス改善・業務改善を図った事項 

  ○ 求職者マイページ 

    令和３年度における公共職業安定所のマッチング機能に関する業務に係る好事例の中から、山梨局韮崎所のマイページ開設 

   に向けた取組を参考にして、求職者マイページ開設に当たってのリーフレットを作成し、マイページ機能の利便性を伝えて開 

   設勧奨を図りました。 

    マイページ開設希望の場合は、相談窓口でパスワードの登録からログインまで終えるよう支援するとともに、所独自作成の 

   「ハローワークナビ」を活用して窓口での支援メニューを説明、オンラインサービスと窓口相談の両方のメリットを確実に伝 

   え、安定所サービスの周知と利用勧奨に努めました。 

  ○ 求人者マイページ 

    求人者マイページ開設に向けて、学卒イベント案内時及び障害者採用意向調査時等を利用してマイページ開設の案内を同封 

   し、さらに９月のハローワークシステム刷新時に１６３社へ案内を送付しましたが、開設率の向上にはつながらなかったため、 

   １１月に福井県武生所の「求人者マイページ開設・オンライン求人申し込みアップにかかる取組」の好事例を参考にマイペー 

   ジ未開設の１９６社へ利用勧奨を行ったことで、開設率が大幅に向上しました。 

  ○ 障害者の支援 

    例年行われていた県南地区障がい者就職相談会は、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため２年連続で開催中止となって 

   おりましたが、管内障害者の就職促進に寄与することを目的とし、消毒や検温を徹底して、完全予約制の形式で当所独自に求 

   職者１３名、事業所１０社の参加により就職相談会を開催しました。 

    また、有効中の障害者で就職を急がない者に対する意欲喚起や、就職に必要な基本能力の底上げを目的とし、精神・発達・ 

   知的障害者を対象に「就活準備セミナー」を開催しました。 

    日常生活管理、基本的生活リズム、対人技能及び基本的労働習慣について説明することで、就職のための準備について理解 

   を促し、求職活動を円滑に進めることができるように支援しました。 
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  ○ 周知・広報 

    安定所サービスの周知・広報として、令和３年９月から一関ケーブルネットワークのコミュニティーチャンネルの中で、当 

   所の各種イベント・セミナー等の行事予定を定期的に放映して情報発信しました。 

    また、令和３年６月から月１回発行している一関市の「広報いちのせき」へ安定所のイベントや各種支援サービスの記事を 

   掲載して情報発信するとともに、一関商工会議所発行の広報誌「いちのせき商工会議所ニュース２０２１年１２月号」へ求人 

   者マイページ利用案内を掲載し、求人者へ対する周知を行いました。 

 

（３）今年度見えてきた課題とそれを踏まえた今後のサービス・業務改善の取組について 

  ○ 地元企業の魅力を知ってもらい、管内就職率の向上を図るための高校３年生を対象とした「高卒求人・求職情報交換会」と 

   高校２年生を対象とした「高校生未来さがしプロジェクト」は、新型コロナウイルス感染症の影響により令和３年度は実施で 

   きませんでしたが、コロナ禍前から好評を得ているイベントであるため、今年度も感染の状況をみながら、管内市町・商工団 

   体と協力・連携し、実施に向けて取り組みます。 

  ○ 求職者・求人者に対するマイページ開設をさらに進めるとともに、開設後の利用についても窓口相談、求人更新及び事業所 

   訪問等の機会を捉えてマイページの利便性についてアピールし、利用勧奨を図ります。 

  ○ マザーズコーナーでは、令和４年度にＬＩＮＥ公式アカウントを開設予定であることから、子育て中の求職者等にマザーズ 

   コーナーを積極的に利用していただけるように支援内容や各種イベント、セミナー等の積極的な情報発信に取り組むことを考 

   えています。 

 

（４）その他業務運営についての分析等 

   安定所の支援サービスを知らずにいる求職者に必要な支援が届くように、積極的な周知広報に取り組みます。 

   令和４年度より一関ケーブルネットワークのケーブルテレビにて、安定所の職員・相談員が出演するＰＲ動画を制作・放送す 

  ることにより、安定所の利用促進を図ります。 

   放送内容は、「安定所利用案内」、「マイページ利用促進について」、「公共職業訓練」、「求職者給付」及び「当所開催セミナー」 
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  を予定しており、求職登録をしている方のみならず安定所を利用したことがない方にも安定所の支援サービスをお伝えして来所 

  勧奨を図り、就職を支援します。 

 

 

２ マッチング関係業務の成果（主なもの） 

 就職件数 

（常用） 

充足件数 

（常用、受理

地ベース） 

雇用保険受

給者の早期

再就職件数 

紹介率 

（常用） 

ハローワーク

の職業紹介

により、正社

員に結び付い

た就職氷河

期世代（35～

54 歳）の不安

定就労者・無

業者の件数 

正社員 

求人数 

正社員 

就職件数 

生涯現役支

援窓口での

65 歳以上の

就職件数 

   

令和３年度実績 ２，３６８ ２，１４３ ５０１ １００．４％ ８６ ５，６１０ １，０６１ １１０    

過去３年度平均 ２，７０４ ２，４１５ ５７０ １１８．０％ ９３ ４，７７０ １，１４０ ７７    

Ｒ２年度実績 ２，５１１ ２，２８０ ４５７ １１０．５％ ９３ ４，７００ １，０５３ ８６    

対Ｒ２比 ９４％ ９３％ １０９％ ９０％ ９２％ １１９％ １００％ １２７％    

Ｒ１年度実績 ２，８２５ ２，４６８ ５６９ １２３．７％  ４，７１４ １，１６８ ６７    

対Ｒ１比 ８３％ ８６％ ８８％ ８１％  １１９％ ９０％ １６４％    

Ｈ３０年度実績 ２，７７７ ２，４９８ ６８４ １２０．７％  ４，８９５ １，１９９     

対Ｈ３０比 ８５％ ８５％ ７３％ ８３％  １１４％ ８８％     

※ 令和３年９月以降の実績は、就職件数は「（従来の）紹介就職」及び「オンライン紹介による就職」の合計件数、充足件数は「（従来の）紹介就職」、「オンライ 

 ン紹介による就職」及び「オンライン自主応募による就職」によるハローワーク求人の充足件数の合計となっている。 
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ハローワーク水沢 就職支援業務報告（令和３年度） 

１ 所長による分析（業務運営の総括） 

（１）特に重点的に取り組んだ事項 

  ① 各指標に対する取組 

   ○ 新型コロナウイルス感染症の影響により、事業所への訪問・各種集団的イベントが開催できない状況において、事業所で 

    は労働力を確保したいというニーズと、求職者は働きやすい環境での就職を希望するというニーズの双方に応えるため、特 

    に「正社員求人」、「就職氷河期世代歓迎求人」、「仕事と子育て両立サポート求人」、「６０歳以上応募歓迎求人」の確保に重 

    点を置くとともに、職業訓練との有効活用を図りました。 

   ○ 求職者ニーズにあった求人を確保し、就職促進及び求人充足を図る観点から、求人票を作成する際のポイントを掲載した 

    『「ひと工夫」リーフレット』を作成し、求人受理時や事業所訪問の際に活用しました。 

   ○ 求職活動の不安や悩みを座談会形式で語り合い、ほかの求職者と共有し、分かち合うことで前向きな求職活動のきっかけ 

    づくりとする「３５歳～５４歳限定！就活トークカフェ」を開催したところ、参加者は６名と少人数でしたが、次の就職に 

    向けた意欲高揚につながり、１名は職業訓練の受講にも結びつきました。 

 

  ② 中長期的な職員の資質向上に向けた取組 

   ○ 職員・相談員に対し、接遇研修（満足感の高いハローワークサービスを目指して！）、労働力需給調整機関としての基礎 

    知識についてメールによる研修を実施しました。 

     また、事業所情報収集、年金制度に関する業務、システム刷新追加リリース、労働者派遣事業業務の各研修を当所会議室 

    において実施しました。 

     さらには２件の相談事例について求職者の視点、安定所職員の視点、両者の視点を踏まえて就職に向けた方策の提案・検 

    討する事例検討会を開催しました。 

   ○ 労働局主催の「キャリアコンサルティング研修」に１名の職員を送り出し、さらなる相談技能向上に努めました。 
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（２）サービス改善・業務改善を図った事項 

  ○ 雇用保険受給者の早期再就職促進のため、令和２年度から実施している「スタートアップセミナー」が求職者から好評であ 

   ったことから（就職活動の進め方、労働市場の状況、早期再就職のメリット等）回数を増やし（令和２年度は８月から開始し 

   て２回、２９名、就職者２名、令和３年度は１６回、１２８名、就職者１４名、訓練受講１０名）、受講者アンケートで把握し 

   たニーズを踏まえた個別支援を強化しました。 

  ○ シニア歓迎求人一覧表を２週間に１回の定期発行、「事業所新聞」を所内へ掲示、「５５歳以上限定就職ミニ面談会」、「シニ 

   ア向け求人説明会」を開催するなど、シニア世代の支援を強化しました。 

  ○ 岩手県社会福祉協議会と連携して、「介護カフェ」を当所会議室で実施しました。 

    また、同協議会主催の「ジャンボタクシーでめぐる介護の現場見学会」へ全面的に協力しました。 

    「介護デイ」当日は、午前に当所主催の求人説明会、午後に同協議会主催の就職面談会を実施しました。 

 

（３）今年度見えてきた課題とそれを踏まえた今後のサービス・業務改善の取組について 

  ○ 「チーム制」による支援に当たっては、リーダー会議で前年度の課題等を共有したうえで、今後の取組方針を決定します。 

    年度途中であっても、状況に応じて柔軟にチーム編成を見直すなど、取組の効果を検証してより効果的な運用を図ります。 

  ○ 引き続き「ハローワークインターネットサービス」の利用促進と、求人者マイページ、求職者マイページの開設と利用の促 

   進を図ります。 

 

（４）その他業務運営についての分析等 

  ○ 一体的実施等事業である「奥州パーソナル・サポート・センター」のハローワークコーナーは、相談員２名で運営していま 

   す。相談員１人当たりの相談件数は全国の一体的実施施設での平均（令和３年度目標値４．８６人）を、ハローワークコーナ 

   ーの就職率は岩手労働局の平均（令和３年度目標値４０．４％）を下回っているため、令和３年度より厚生労働省による業務 

   改善対象施設となっています。 
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    当所本所で開催していた岩手労働局主催の就職支援セミナーを、同センターの同一フロア会議室で開催するなど、同センタ 

   ーの活用促進を図るための様々な取組を続けました。 

    その結果、相談員１人当たりの相談件数は３．４６人（令和２年度３．１７人）、就職率は３２．９％（令和２年度２５．７ 

   ％）と増加することができました。 

    しかしながら目標値に達していないため、令和４年度も業務改善対象施設となっています。 

    引き続き県南広域振興局、奥州市とも連携・協議を重ねて利用者の増加を図りながら、業務向上に努めます。 

  ○ 令和３年度も新型コロナウイルス感染症の影響で安定所の利用を控える利用者が多くなったこと、事業所では人手不足もあ 

   り、雇用調整助成金を活用して雇用の維持を図ったことにより、離職者が減少したものと分析します。 

    新規求職申込件数（常用）は５，３９９件で令和２年度（５，７３４件）と比較して５．８％の減少、月間有効求職者数（ 

   常用）は２１，６７４件で令和２年度（２３，３４０件）と比較して７．１％の減少となりました。 

    その結果、就職件数は２，０４１件で令和２年度（２，０６７件）と比較して１．３％の減少となりました。 

    特に雇用保険の受給資格決定件数は１，２４９件で令和２年度（１，４９８件）と比較して１６．６％の減少となり、早期 

   再就職者数は５３５件と令和２年度（６７２件）と比較して２０．４％の大幅な減少となりました。 

    充足件数は１，９６９件と令和２年度（２，０３８件）と比較して３．４％の減少となりました。 

  ○ 令和３年９月より開始した「オンライン紹介」について、令和４年３月末現在の月間有効求職者数１，９１４件に対し、マ 

   イページ利用者は３８０件（利用登録者のうちマイページ利用者３６１件、オンライン登録者のうちマイページ利用者１９件） 

   となり、オンライン利用率は１９．９％となっています。 

    基本計画では令和５年９月までに求職申し込みのオンライン利用率は２０％を目標としていますが、ほぼ目標に達していま 

   す。オンライン紹介により求職者はハローワークに来所しなくても応募出来る利点はあるものの、ハローワーク利用者や各種 

   助成金申請が減少するなどの影響が想定されます。 
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２ マッチング関係業務の成果（主なもの） 

 就職件数 

（常用） 

充足件数 

（常用、受理

地ベース） 

雇用保険受

給者の早期

再就職件数 

紹介率 

（常用） 

ハローワーク

の職業紹介

により、正社

員に結び付い

た就職氷河

期世代（35～

54 歳）の不安

定就労者・無

業者の件数 

正社員 

求人数 

正社員 

就職件数 

生涯現役支

援窓口での

65 歳以上の

就職件数 

   

令和３年度実績 ２，０４１ １，９６９ ５３５ ９１．４％ １１２ ５，４８６ ９８８ ６２    

過去３年度平均 ２，３３７ ２，３３４ ７１６ １００．０％ ９４ ５，８１４ １，１３６ ５２    

Ｒ２年度実績 ２，０６７ ２，０３８ ６７２ ９６．９％ ９４ ４，３１７ １，０１４ ５２    

対Ｒ２比 ９８％ ９６％ ７９％ ９４％ １１９％ １２７％ ９７％ １１９％    

Ｒ１年度実績 ２，４６４ ２，４９２ ７５８ １０１．６％  ６，３１２ １，１４５     

対Ｒ１比 ８２％ ７９％ ７０％ ８９％  ８６％ ８６％     

Ｈ３０年度実績 ２，４８１ ２，４７３ ７１７ １０２．４％  ６，８１４ １，２４８     

対Ｈ３０比 ８２％ ７９％ ７４％ ８９％  ８０％ ７９％     

※ 令和３年９月以降の実績は、就職件数は「（従来の）紹介就職」及び「オンライン紹介による就職」の合計件数、充足件数は「（従来の）紹介就職」、「オンライ 

 ン紹介による就職」及び「オンライン自主応募による就職」によるハローワーク求人の充足件数の合計となっている。 
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ハローワーク北上 就職支援業務報告（令和３年度） 

１ 所長による分析（業務運営の総括） 

（１）特に重点的に取り組んだ事項 

  ① 各指標に対する取組 

    当所では、新型コロナウイルス感染症の影響により新規求職者数が減少傾向の中、一部の製造業からの新規求人の増加によ 

   り有効求人倍率が上昇したことから、特に就職件数の増加を目指して、就職相談会等の開催や求職者への支援をチーム単位で 

   支援することに取り組みました。 

 

    就職相談会等の開催については、関係機関と連携を図り、新型コロナウイルス感染者の増減に対応した就職相談会等を開催 

   しました。感染者数が増加していた時期には、求職者一人ずつと面接をする「ミニ就職面談会」を行い、感染者が減少してい 

   た時期には、規模の大きい会場で集合形式により「北上地区合同就職相談会」や県南４所が協力して「自動車・半導体関連産 

   業」就職相談会を開催しました。参加者からは、「コロナ禍においても、事業所担当者から直接求人票以上の情報を得ることが 

   できた。」など好評価をいただきました。 

 

    給付制限期間中の雇用保険受給者を中心に、チーム単位での就職支援に取り組みました。前年度に比べて相談件数及び紹介 

   件数が約１４％減少した中で、多数の求職者を求職者担当者制の対象として、チーム単位できめ細やかな支援を行ったことが 

   就職件数の増加につながりました。 

 

  ② 中長期的な職員の資質向上に向けた取組 

    全職員を対象としてハローワークシステムの効果的な活用方法について２回研修を実施し、マイページの活用法やメリット 

   などを学び、求人者への周知に活用したことにより、令和３年度の求人者マイページ利用率は４０％を超えました。「コロナ 

   感染者が急増している中、感染予防のため訪問せずに求人の申し込みができた。」と求人者からは好評価をいただいています。 
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（２）サービス改善・業務改善を図った事項 

  ◯ 求人充足会議内容の見直し 

    令和３年度は、求人部門３チームと職業紹介部門３チームの輪番制による週１回の開催として継続的な支援体制を整えた結 

   果、各チームにおいて、事業所訪問による求人条件緩和の提案や求職者情報の提供、企業ミニ説明会や事業所見学会の提案な 

   どを積極的に行えるようになりました。 

 

  ◯ オンラインによる職業相談の試行実施 

    県内２所で試行実施することとなったオンライン相談を、マザーズコーナー利用者と学生を主な対象者として実施しました。 

    マザーズコーナー利用者は、コロナ禍で来所することが難しい子育て中または介護中の求職者１６人を対象に、オンライン 

   による職業相談を延べ２６回実施しました。学生は、管内専修学校の学生２１人を対象に、職業相談とリモート面接（模擬面 

   接）を延べ３３回実施しました。リモート面接体験を行った学生からは、「本番のリモート面接では緊張せずにアピールでき 

   ました。」と好評価をいただいています。 

 

  ◯ コロナ禍で来所することが難しいマザーズコーナー利用者のために、マザーズコーナーのＬＩＮＥを開設し、週１回、求人 

   情報やイベント情報を発信した結果、友達登録は４７人となっています。引き続き積極的な情報発信を行い、安定所利用者を 

   増やしていきます。 

 

（３）今年度見えてきた課題とそれを踏まえた今後のサービス・業務改善の取組について 

  ◯ チームによる求職者への支援体制等の見直し 

    目標設定、目標管理の方法、支援対象者選定方法などの諸課題を把握し、さらにチーム制のメリットが活かせるように改善 

   を図ります。 
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  ◯ 求人充足対策の拡充 

    新規求人の増加に伴い、早期充足に向けて丁寧かつ迅速なフォローアップを図る必要があることから、職業相談窓口で求職 

   者から聴取したニーズを求人者に伝えるなどしながら、求人条件緩和指導や求人内容表記の充実に向けた助言を行い、企業ミ 

   ニ説明会及び事業所見学会を実施する際には、職業紹介部門の職員も参画できるように計画し、企業の魅力を求職者へ提供で 

   きるようにします。 

 

  ◯ ハローワークシステムのオンライン化の活用 

    新型コロナウイルス感染症の影響により、新規求職申込件数はコロナ禍前に比べて約１５％減少していますが、求人メディ 

   アを中心に就職活動している層をハローワークの支援に取り込むため、求職者マイページの登録勧奨やマイページを活用した 

   求人情報の提供に努めます。 

 

（４）その他業務運営についての分析等 

  ○ 北上市と岩手労働局との雇用対策協定による連携 

    県内で唯一、北上市と岩手労働局は雇用対策協定を締結し、連携して雇用対策に取り組んでおり、特に若年者等の就職促進 

   に係る支援に力を入れています。コロナ感染拡大の影響や事業所見学等職業意識形成事業等を通じ、生徒や家族が地元に目を 

   向ける機会が増えたことにより新規高等学校卒業者の管内就職割合は５２．９%となりました。 

 

  ○ 職業訓練の受講者確保のため、訓練内容及び雇用保険や給付金を説明する訓練説明会を頻繁に開催（３２回、参加者２６０ 

   人）ました。 

    また、北上市コミュニティＦＭ「きたかみＥ＆Ｂｅ（いいあんべ）エフエム」に出演し、実施予定の職業訓練を周知しまし 

   た。 
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２ マッチング関係業務の成果（主なもの） 

 就職件数 

（常用） 

充足件数 

（常用、受理

地ベース） 

雇用保険受

給者の早期

再就職件数 

紹介率 

（常用） 

ハローワーク

の職業紹介

により、正社

員に結び付い

た就職氷河

期世代（35～

54 歳）の不安

定就労者・無

業者の件数 

マザーズハロ

ーワーク事業

における担当

者制による就

職支援を受け

た重点支援

対象者の就

職率 

正社員 

求人数 

正社員 

就職件数 

   

令和３年度実績 １，７６０ １，７３３ ４１５ ９９．５％ ９９ ９９．４％ ４，８２２ ７５６    

過去３年度平均 ２，０３５ ２，０１７ ５４２ １０９．０％ １１０ ９７．０％ ４，６１６ ９２６    

Ｒ２年度実績 １，７６０ １，６９９ ５４７ １０７．１％ １１０ ９９．５％ ３，７８２ ７３０    

対Ｒ２比 １００％ １０２％ ７５％ ９２％ ９０％ ９９％ １２７％ １０３％    

Ｒ１年度実績 ２，１６３ ２，１２２ ５２９ １０７．０％  ９３．８％ ４，７７３ ９６０    

対Ｒ１比 ８１％ ８１％ ７８％ ９２％  １０５％ １０１％ ７８％    

Ｈ３０年度実績 ２，１８２ ２，２３０ ５５０ １１２．７％  ９６．４％ ５，２９４ １，０８７    

対Ｈ３０比 ８０％ ７７％ ７５％ ８８％  １０３％ ９１％ ６９％    

※ 令和３年９月以降の実績は、就職件数は「（従来の）紹介就職」及び「オンライン紹介による就職」の合計件数、充足件数は「（従来の）紹介就職」、「オンライ 

 ン紹介による就職」及び「オンライン自主応募による就職」によるハローワーク求人の充足件数の合計となっている。 
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ハローワーク大船渡 就職支援業務報告（令和３年度） 

１ 所長による分析（業務運営の総括） 

（１）特に重点的に取り組んだ事項 

  ① 各指標に対する取組 

    令和３年度は、一時的なものとなったが巣ごもり需要の高まりによって、食品加工産業（水産及び食肉）の求人が増加した 

   ことから、労働力不足解消に向けて、個別に事業所見学会や事業所説明会を実施したほか、特にも事業主のためのＰＲ活動の 

   場の確保に注力し、就職者数の底上げに向けて重点的に取り組みました。 

    具体的にはコロナ対策上、密を避けるため参加者上限を設けて見学会・説明会を７回実施した結果、求職者は延べ７０人が 

   参加し、うち１４人の就職につながりました。 

 

  ② 中長期的な職員の資質向上に向けた取組 

    業務上必要な情報セキュリティ対策を徹底するための研修を行いました。 

    また、職員会議の際に職業相談に係る意見交換・情報共有を行いました。 

 

（２）サービス改善・業務改善を図った事項 

   これまで当所においては、求職者担当者制やチーム支援を実施する中で、求職者に求人情報を郵送などにより提供してきまし 

  たが、サービス向上や合理化の観点から、マイページを活用した求人情報の提供に努めました。 

   マイページ登録者を増やすための工夫として、所独自に作成したリーフレットに、メールアドレスや認証キーなどを求職者が 

  自ら記載できるような仕様にして、求職者の負担軽減を図ったほか、相談窓口にて短時間で登録が行えるようにしました。 

   一方、所独自の取組として「自己分析」、「応募書類の書き方」、「面接の心構え」のセミナーを毎月実施してきましたが、令和 

  ３年度は新たに「気仙管内の雇用失業情勢と求人票の見方」をメニューに加え実施したほか、高齢者向けの所独自のセミナーも 

  ４回実施しました。 
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   セミナーはいずれも就職までのアプローチ方法等を学べる実践的な内容としています。 

 

（３）今年度見えてきた課題とそれを踏まえた今後のサービス・業務改善の取組について 

   マイページ登録をするものの、ほとんど活用しないままの求職者も散見されたことから、新たにマイページ活用に関するセミ 

  ナーを実施するなど、啓発活動が必要と考えています。 

   特にもパソコンやスマートフォンの活用が苦手な年齢層の求職者が増加傾向にあることから、一定のニーズはあるものと考え 

  ています。 

   また、昨年度は人材不足分野、特にも介護に代表される福祉関係の新規求人がおおむね前年同月を上回るなど、高止まりの傾 

  向が見受けられましたが、コロナ禍によって福祉施設等での見学会を全く開催できない状況に陥り、当所会議室での求人説明会 

  も１件にとどまりました。 

   当所管内は東日本大震災以降、少子高齢化が先鋭化し、新たに進出してきた福祉関連の事業所が複数あるものの、恒常的な労 

  働力不足に陥っており、コロナ禍収束の状況を見極めながら、施設見学会や求人説明会などの機会を積極的に設け、福祉の魅力 

  発信に努めていく所存です。 

 

（４）その他業務運営についての分析等 

   当所管内は東日本大震災以降、大幅な人口減少や少子高齢化の進展など、大きな地域課題を抱えています。 

   近隣自治体はもとより、全国の自治体が抱える課題ですが、特にも被災地である気仙地域は、他の地域に比べてその進展速度 

  が速く、経済や雇用に与える影響は甚大です。 

   多くの若者が地元に残り、地域産業の担い手として、地域のより一層の振興に向けて前進させていくため、自治体や事業主団 

  体、学校関係者等と連携し、若年層、とりわけ新規高等学校卒業者の地元就職とその定着に取り組んできました。 

   新規高等学校卒業者に期待する管内企業は多く、将来を担う中核的な人材として期待されます。 

   これまでジョブカフェ気仙と連携した春と秋の事業所訪問による定着支援、新規高等学校卒業者対象の求人内容、特に賃金及 

  び休日等の改善に向けた事業所訪問指導に取り組んできました。 
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   また、関係機関の協力のもと、地元企業を知ってもらうための情報交換会、生徒と地元企業との面談会、学校に対する各種支 

  援、ジョブカフェ気仙と連携した社会人マナー向上研修、就職スキル向上研修などを実施した結果、令和４年３月末時点で管内 

  就職割合は５４．６％と高い割合になりました。 

 

 

２ マッチング関係業務の成果（主なもの） 

 就職件数 

（常用） 

充足件数 

（常用、受理

地ベース） 

雇用保険受

給者の早期

再就職件数 

紹介率 

（常用） 

ハローワーク

の職業紹介

により、正社

員に結び付い

た就職氷河

期世代（35～

54 歳）の不安

定就労者・無

業者の件数 

正社員 

求人数 

正社員 

就職件数 

    

令和３年度実績 １，２９５ １，２１４ ２９４ １０５．５％ ７６ ２，５８８ ５１６     

過去３年度平均 １，５２５ １，４３９ ２８５ １１７．０％ ４６ ２，８９９ ５６５     

Ｒ２年度実績 １，３１３ １，２７３ ２７９ １１０．０％ ４６ ２，６６２ ５１０     

対Ｒ２比 ９８％ ９５％ １０５％ ９５％ １６５％ ９７％ １０１％     

Ｒ１年度実績 １，７００ １，６１１ ２６３ １２０．５％  ２，９９４ ５６１     

対Ｒ１比 ７６％ ７５％ １１１％ ８７％  ８６％ ９１％     

Ｈ３０年度実績 １，５６３ １，４３２ ３１３ １２０．３％  ３，０４２ ６２５     

対Ｈ３０比 ８２％ ８４％ ９３％ ８７％  ８５％ ８２％     

※ 令和３年９月以降の実績は、就職件数は「（従来の）紹介就職」及び「オンライン紹介による就職」の合計件数、充足件数は「（従来の）紹介就職」、「オンライ 

 ン紹介による就職」及び「オンライン自主応募による就職」によるハローワーク求人の充足件数の合計となっている。 
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ハローワーク二戸 就職支援業務報告（令和３年度） 

１ 所長による分析（業務運営の総括） 

（１）特に重点的に取り組んだ事項 

  ① 各指標に対する取組 

    当所では特に「就職件数」と「チーム支援」について重点的に取り組みました。 

   ○ 「就職件数」については双方向による「求職者担当者制」を積極的に展開し、雇用保険受給者及び一般求職者に対し、就 

    職に向けたきめ細やかな支援を実施しました。 

     具体的には、雇用保険受給者のうち就職を急いでおり、ハローワークの相談・紹介等の支援に対する期待度が高い求職者、 

    給付制限中の者、職業訓練受講修了者に対して、個別マッチングによる求人情報の提供、定期的呼出相談や予約相談、採否 

    結果の確認の徹底とフォローアップなどを実施しました。 

     さらには９月から１５分程度の求職者担当者制ミーティング（ＫＴＭ）を新たに開始し、意見交換・事例検討による連携 

    強化を図りました。 

     その結果、支援の対象は２５０人、そのうち１１８人が就職に結びつき就職率は４７．２％となりました。 

   ○ 「チーム支援」については、以下の２つのチームを編成し重点的に取り組みました。 

    ア 統括職業指導官・訓練担当就職支援ナビゲーター・生保担当就職支援ナビゲーターの３名によるチームにより、求人票 

     の見方のポイントや求職活動について説明するセミナー「ハロワで得するちょいワザセミナー」を１０月より月１回開催 

     しました。 

      高齢求職者をメインターゲットとし求職者担当者制への誘導を目的としました。 

      合計６回実施し、参加延べ人数は４５人でしたが、担当者制へ移行できたのは２人と４年度に向けて改善の余地を残し 

     ました。 

    イ 統括職業指導官・求人担当上席職業指導官・求人者支援員・申請相談員の４名によるチームにより、二戸雇用創造協議 

     会と共催し「ミニ面接会」を開催しました。 
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      新型コロナの影響により定員を抑えましたが、少人数ながら個別のフォローアップを手厚く行い、合計１２回開催し、 

     参加延べ人数１０２人、うち就職決定４５人という高い成果をあげました。 

 

  ② 中長期的な職員の資質向上に向けた取組 

    求職者の多様化と相談内容の複雑化が進む中、一般求職者にもより手厚い支援が必要なケースが増えており、求職者の特性 

   について正確に判断し担当窓口に誘導するために、窓口職員のスキルアップを目的として、担当職員を講師に公的職業訓練制 

   度及び障害者業務に関する研修、労働局需給調整事業室より講師を招き労働者派遣事業に関する業務研修を行いました。 

 

（２）サービス改善・業務改善を図った事項 

  ○ 二戸管内は、高齢求職者の割合が増加傾向にありますが、令和２年１月のハローワークシステム刷新以降、来所者端末の操 

   作が難しい、求人票の文字が細かく見づらいなどの理由により求職活動に消極的な高齢求職者が見受けられたことから、高齢 

   求職者をメインターゲットとする「ハロワで得するちょいワザセミナー」を企画し、求職者の苦手意識の解消を図りました。 

  ○ 求職者担当者制の一層の充実のため、新たな求職者担当者制名簿を整備し、各担当者の受持件数・進捗状況について”見え 

   る化”を図った上で、当該名簿に基づく担当者間の意見交換・事例検討の場として１５分程度の求職者担当者制ミーティング 

   （ＫＴＭ）を９月より実施しています。 

 

（３）今年度見えてきた課題とそれを踏まえた今後のサービス・業務改善の取組について 

  ○ 今年度は新規求職者が微増したものの、過去５年間の推移で新規求職者が２０％以上減少するなど利用者の減少に歯止めが 

   かからず、また依然としてパートを除く月間有効求職者のうち、５５歳以上の高齢者が占める割合が３２．６％と多い中、今 

   年度も職員・相談員が一丸となり、利用者の目線で「満足していただけるサービス」を提供することで、ハローワークの利用 

   を促進していくことが重要であり、一人でも多くの就職と一件でも多くの充足に結びつける努力を継続していかなければなら 

   ないと考えています。 

    具体的には、ハローワークインターネットサービスの機能充実に伴い、求人者・求職者への安定所サービスの周知とマイペ 
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   ージの利用促進を図ります。 

    また、来所者に対しても求職者担当者制の勧奨、チーム支援からなるセミナーやミニ面談会の受講勧奨、模擬面接などの個 

   別支援に力を入れていきたいと考えています。 

  ○ 昨年に引き続き、新型コロナウイルス感染防止を最大限に配慮しながら、二戸地域雇用開発協会・県・市町村と協議・連携 

   を図り、管内労働市場の実情に即した業務改善に努めていきたいと考えています。 

 

（４）その他業務運営についての分析等 

  ○ 新規求職者は過去５年間の推移で２０％以上減少しており、加えて求職者全体の高齢者の割合が増加する中、小規模所の長 

   所を活かした少人数制のセミナーやミニ面談会、双方向性の求職者担当者制の着実な実施、無効求職者に対する再登録案内の 

   発送、各種求人情報の提供、求人充足会議によるマッチングの促進、就労支援ナビゲーターによるナビ通信の発行など、コロ 

   ナ禍においても可能な業務の推進を図りました。 
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２ マッチング関係業務の成果（主なもの） 

 就職件数 

（常用） 

充足件数 

（常用、受理

地ベース） 

雇用保険受

給者の早期

再就職件数 

紹介率 

（常用） 

ハローワーク

の職業紹介

により、正社

員に結び付い

た就職氷河

期世代（35～

54 歳）の不安

定就労者・無

業者の件数 

正社員 

求人数 

正社員 

就職件数 

    

令和３年度実績 ９６０ ９７２ ２０９ ８７．２％ ２５ １，７８８ ４２９     

過去３年度平均 １，１６５ １，１０７ ２４２ ９７．０％ ３１ １，７８７ ３９７     

Ｒ２年度実績 ９５８ ９６９ ２２２ ９５．５％ ３１ １，８００ ３９６     

対Ｒ２比 １００％ １００％ ９４％ ９１％ ８０％ ９９％ １０８％     

Ｒ１年度実績 １，３３８ １，２５５ ２４９ ９７．４％  １，７９７ ３８４     

対Ｒ１比 ７１％ ７７％ ８３％ ８９％  ９９％ １１１％     

Ｈ３０年度実績 １，１９８ １，０９７ ２５５ ９７．０％  １，７６５ ４１１     

対Ｈ３０比 ８０％ ８８％ ８１％ ８９％  １０１％ １０４％     

※ 令和３年９月以降の実績は、就職件数は「（従来の）紹介就職」及び「オンライン紹介による就職」の合計件数、充足件数は「（従来の）紹介就職」、「オンライ 

 ン紹介による就職」及び「オンライン自主応募による就職」によるハローワーク求人の充足件数の合計となっています。 

 

 

 

 

 

 

 



36 

ハローワーク久慈 就職支援業務報告（令和３年度） 

１ 所長による分析（業務運営の総括） 

（１）特に重点的に取り組んだ事項 

  ① 各指標に対する取組 

    就職件数アップに関する取組 

     相談窓口の職員全員で、希望する方に仕事探しのマンツーマンサポート（求職者担当者制）を行いました。 

     求職の申し込みから就職まで１人の担当者が一貫して対応するもので、このサポートを受けた方は１年間で３８５人、う 

    ち２８８人（７４．８％）と多くの方が就職できました。 

    雇用保険受給者を対象とした早期再就職への取組 

     雇用保険の受給手続きをされた方を対象に、就職を早く決めることのメリットや就職活動のポイントなどを説明するセミ 

    ナーを行いました。 

     毎週の雇用保険説明会と一緒に開催することで、参加される方に必要な情報を１回で伝えることができました。 

     これにより、雇用保険の受給手続き後に早期に就職を決めた方は、令和２年度に比べて２２％アップしました。 

    「就職氷河期世代」に対する就職支援の取組 

     いわゆる「就職氷河期世代」の方を対象に企業との座談会を行いました。 

     人事担当者からの会社説明だけでなく、参加者と同年代の従業員から社内の雰囲気などを生の声で語ってもらい、参加者 

    からは「企業のイメージがつかめた」と好評でした。参加者の３０％がこの企業に就職を決めています。 

 

  ② 中長期的な職員の資質向上に向けた取組 

     若手職員の専門性向上のため、キャリアコンサルタント研修を受講させたほか、専門知識のブラッシュアップのため、職 

    員全員が派遣・請負業務の研修を受講しました。 
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（２）サービス改善・業務改善を図った事項 

   オンライン・窓口両方のメリットを活かした利用案内 

    オンラインでの登録のみで仕事を探している方に、窓口相談のメリットを伝え、利用を勧めるダイレクトメールを定期的に 

   郵送しました。 

    また、オンラインでの求人申し込みを利用いただいている事業所には、より応募者が増えるよう、仕事を探している方がオ 

   ンライン経由で直接応募できる機能を案内しました。 

   早期再就職セミナーのワンストップ化 

    雇用保険の受給手続きをされた方を対象としたセミナーを雇用保険説明会と一緒に開催し、参加される皆様に１回で聞いて 

   いただけるように改善しました。(詳しくは(1)①。)  

 

（３）今年度見えてきた課題とそれを踏まえた今後のサービス・業務改善の取組について 

   各種手続きのオンライン利用推進 

    令和３年度は、求人者、求職者いずれも各種手続きのオンライン利用率が低調でした。 

    このため、オンライン利用の利便性を積極的にアピールし、求人手続きや仕事探しのオンライン利用を進めます。 

   仕事探しに関する窓口での支援内容をＰＲ 

    オンラインでの仕事探しを勧めつつ、就職活動に悩みを抱える方を確実に支援できるよう窓口にて必要なサービスを準備・ 

   提供します。 

    令和３年度は、当所で準備しているサービスのＰＲが不足気味でしたので、より広く分かりやすい周知に努めます。 

   申し込みいただいた求人のフォローアップ 

    申し込みいただいた求人に応募者がない場合のフォローアップに取り組みます。 

    希望条件が近い方へのダイレクトメール郵送のほか、会社単位での求人説明会開催や、担当職員による求人内容の再検討の 

   提案など、人材確保までの支援を行います。 
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   中高年齢層に対する支援の強化 

    仕事を探している方の年齢層が上がっています。令和３年度に仕事探しの申し込みをされた方のうち６８．７％が５５歳以 

   上の方でした。 

    多くの方が応募しやすいよう、中高年齢層の応募を歓迎する求人を開拓していくほか、複数の企業による合同求人説明会を 

   年３回実施するなど、支援を強化してまいります。 

 

（４）その他業務運営についての分析等 

    新型コロナウイルス感染防止対策も一律自粛からウィズコロナの局面を迎え、セミナーや求人説明会の開催、事業所訪問・ 

   見学等の実施など、徐々に実施できることが増えてきた１年でした。今後も感染防止対策を万全に行い、積極的に各種支援策 

   を展開します。 

    令和３年１２月１８日、三陸沿岸道路が全線開通しました。地域としては明るい話題ですが、公共工事の減少により建設業 

   において求人の減少、離職者の増加が見え始めました。一方で、コロナによる巣ごもり需要で好況な産業（食品製造業など） 

   もあり、好況業種と不況業種の差は今後雇用のミスマッチにつながる可能性があります。 

    仕事を失った方と人手不足の企業が結びつくよう、職業訓練の積極的な活用や新規求人の開拓などの支援に取り組みます。 

    求人の担当者、仕事を探す方、いずれも「オンライン」と聞くと尻込みされる中高年齢層の方が多い傾向にあります。オン 

   ラインからの紹介や応募も可能なのですが、これまで利用実績はありませんでした。 

    引き続き利用のメリットや操作方法など、個別に丁寧に説明し、理解を得てまいります。 
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２ マッチング関係業務の成果（主なもの） 

 就職件数 

（常用） 

充足件数 

（常用、受理

地ベース） 

雇用保険受

給者の早期

再就職件数 

紹介率 

（常用） 

ハローワーク

の職業紹介

により、正社

員に結び付い

た就職氷河

期世代（35～

54 歳）の不安

定就労者・無

業者の件数 

正社員 

求人数 

正社員 

就職件数 

    

令和３年度実績 １，２２９ １，１５１ ２６３ ９１．３％ ４０ ２，１７４ ５４９     

過去３年度平均 １，４１０ １，３３８ ２９０ １０１．０％ ３４ ２，１８９ ５６３     

Ｒ２年度実績 １，３０３ １，２３７ ２１４ ９６．２％ ３４ ２，０７９ ５４６     

対Ｒ２比 ９４％ ９３％ １２２％ ９４％ １１７％ １０４％ １００％     

Ｒ１年度実績 １，５１０ １，４３１ ２８５ １００．４％  ２，１３４ ５５６     

対Ｒ１比 ８１％ ８０％ ９２％ ９０％  １０１％ ９８％     

Ｈ３０年度実績 １，４１６ １，３４６ ３７２ １０４．９％  ２，３５４ ５８８     

対Ｈ３０比 ８６％ ８５％ ７０％ ８７％  ９２％ ９３％     

※ 令和３年９月以降の実績は、就職件数は「（従来の）紹介就職」及び「オンライン紹介による就職」の合計件数、充足件数は「（従来の）紹介就職」、「オンライ 

 ン紹介による就職」及び「オンライン自主応募による就職」によるハローワーク求人の充足件数の合計となっている。 

 


